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2015 年 7月 15 日 

 

 

「第 33 回 第一生命 全国小学生テニス選手権大会｣への特別協賛について 
 

 

 

第一生命保険株式会社（社長：渡邉光一郎）は、2015年 7月 28日（火）より開催される「第 33回第一生命 全

国小学生テニス選手権大会（公益財団法人日本テニス協会主催）」に特別協賛します。 

本大会は、1983 年に創設され、毎年、各都道府県の地区大会で上位成績を収めた選手が出場し、小学生日

本一を決定する大会です。これまでに、杉山愛さん、錦織圭選手など国際的に活躍する選手を多数輩出してき

ました。錦織圭選手が自身の書籍で当大会優勝の思い出を語るなど、全国の小学生選手にとって憧れの舞台と

なっています。 

第33回を迎える今年の大会には、4,482名の中から勝ち抜いてきた96名の選手が出場します。大会初日はフ

ェドカップ（※1）日本代表元監督の吉田友佳さんを迎え、選手を対象にテニスクリニックを実施する予定です。 

当社は、「世界に通用する選手育成のためにはジュニアからの強化が重要である」という公益財団法人日本

テニス協会の趣旨に賛同し、社会貢献活動の一環として、第 1回大会より特別協賛しています。当社所有のクレ

イコート（※2）を大会会場として提供しており、ジュニアの試合で使用されることが珍しいクレイコートの経験を通

して世界で活躍する選手の育成に貢献したいと考えています。 

当社は、DSR（Dai-ichi’ｓ Social Responsibility：第一生命グループの社会的責任）経営の一環として、「健康

の増進」「豊かな次世代社会の創造」「環境の保全」を社会貢献活動の中心取組テーマに掲げ、今後も社会課題

解決に取り組んでいきます。 

 

 

※1 フェドカップとは、1963 年から開催されている女子テニスの国別対抗戦のこと。1963 年の国際テニス連盟

（International Tennis Federation）設立 50 周年を記念して、第 1回大会が行われた。なお男子はデビスカッ

プと呼ばれている。 

※2 クレイコートとは、土でできたコートのこと。地盤の上に砕石や砂利、赤土、粘土、化粧砂などを重ねた構造

をしている。 

 

 

 
                                                     



2 

 

大会概要・スケジュール 

日 程 
2015年7月28日（火）～30日（木） 9：00試合開始 

 （雨天順延に備えて7月31日（金）を予備日とする） 

会 場  
第一生命相娯園グラウンドテニスコート 

 （東京都世田谷区給田1-1-1 /京王線 仙川駅下車 徒歩10分） 

出場者 
全国の地区予選（総参加者4,482名）を勝ち抜いた小学生96名 

 （男子シングルス 48名、女子シングルス 48名によるトーナメント方式） 

運 営  

・主催        公益財団法人日本テニス協会 

・特別協賛    第一生命保険株式会社 

・協賛       株式会社フミヤスポーツ、株式会社クラミツプラモート、 

           ブリヂストンスポーツ株式会社 

・協力       株式会社東印度カレー商会、ゴールドパック株式会社 

・後援       読売新聞社 

   

 7月27日 

（月） 

7月28日 

（火） 

7月29日 

（水） 

7月30日 

（木） 

7月31日 

（金） 

セレモニー 
開会式 

16：00～17：15 

テニスクリニック 

8：00～8：50 

 （対象：参加選手、 

      兄弟姉妹 

 ﾊﾟﾈﾗｰ：元ﾌｪﾄﾞｶｯﾌﾟ代表

吉田友佳チーム監督 ） 

― 
閉会式 

（全試合終了後 

14時頃予定） 

雨天 

予備日 

試合開始時間 ― 9：00～ 9：00～ 9：00～ 

少年シングルス ― 
1回戦 

2回戦 

3回戦 

準々決勝 

準決勝 

決勝 

少年コンソレーション 

（敗者復活戦） 
― 1回戦 

2回戦 

3回戦 

準決勝 

決勝 

少女シングルス ― 
1回戦 

2回戦 

3回戦 

準々決勝 

準決勝 

決勝 

少女コンソレーション 

（敗者復活戦） 
― 1回戦 

2回戦 

3回戦 

準決勝 

決勝 

 

 

＜吉田友佳さんプロフィール＞ 
・元フェドカップ代表チーム監督 
・世界 4大大会主な成績 97,98 年全豪 2回戦／97年全仏 2回戦／97 年ウィンブルドン 2回戦／ 

98 年全米複ベスト 8 
・国内の主な成績 97 年全日本選手権複優勝／03年全日本選手権単複優勝 


